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＜外来新患患者様情報＞

６月９日（月）

松橋　久子様（77）女性

現在、八戸市にて夫と長男と三人で生活している。H26年に入り、会話中に相手の問いかけにすぐ返答ができない事が続き、夫がおかしいと感じるようになる。物の置き場所を忘れて「大変だ」と騒ぐ事が多くなり、おっとも脳神経クリニックを受診して、薬を処方してもらったが、本人は服薬管理ができず、薬が大量に余っている状態であった。また、他の病院(眼科、内科、整形外科等)へも定期受診が必要であるが、本人は服薬管理ができず、薬がなくなれば数ヶ月に1回受診をしていた。夫、長男は日中不在であるが、特に生活に支障が出てくる事はなかった。H26.6.3自宅からバスに乗りドコモショップ(下長)に出かけたが、帰宅途中に自宅までの道がわからなくなり、タクシーで帰宅していた。上記の事を夫が心配し、認知症の精査を希望。何度かかかっているおっとも脳神経クリニックには受診したくないと考えており(あまり話を聞いてもらえない印象があるよう)、今回認知症の精査、必要であれば薬物治療を行っていきたいと夫が希望し、当センターに受診相談がある。

６月１０日（火）

　山田　智様（４３）男性
元々トランペットの演奏をしており、5、6年前にステージに立ち演奏する機会があったが、その際に手足が痺れて、前を見れなくなる事があった。その後もコンサートを観に行ったり、職場の会議の際に意識が遠のき、その場に居られなくなるような感覚になり、脂汗が出る事が時々あり、１、２年位前より回数が増え、最近はそのような場面になると毎回になってきているとの事。実際に倒れる事はないが、静かな所にいると叫んだらどうしようと考え、不安になると話す。夜間入眠は問題ないも、今年の1月に娘様が家出をする事があり、その事がきっかけとなり親と離縁をする。その頃から就寝前に飲酒（ビール500ｍｌ×２缶）してから入眠している。抑うつ感はなく、食事摂取も問題なし。最近は仕事中（営業）も顔がこわばったり、コミュニケーションがうまくとれない事がある為、精神科受診検討し当院に受診相談される。

　上杉　房子様（８５）女性

現在、夫と2人で生活している。H13年に長女が死去。夫の気分の落ち込みが著しく、ADLも低下し、車椅子を使用するようになり介護をしていた。同時期より本人が近所のゴミ捨て場から服や靴下を集めて自宅のタンスに詰め込む事や曜日関係なくゴミを捨てるようになる。自宅が老朽化しており、夫婦共に介護が必要な為、次女が八戸市に家を建て同居を提案。H20年頃より同居を開始したが、次女の説得を押し切り、まもなく別居。次女がデイサービスに行って欲しいと希望し、H21年に介護保険申請したが、利用を拒否し次女を責めた為、利用には至らず。日中はバスや徒歩で買い物に出かける、庭で草取りや花を育てる等して過ごしていた。H23年3月の震災後より、仙台と八戸を行き来していた次女が完全に八戸に住むようになる。同時期より近所の人から話し掛けられると急に倒れたりしゃがみ込む事があり、救急車を呼ぶがすぐに落ち着くような事が何度かあった。H24年5月頃、長谷川内科胃腸科へ相談し、てんかん疑いと診断され、薬を服用していたが、ふらつき、立位困難となり、青森労災病院脳神経科を紹介され受診。点滴を実施し、以降は薬の服用を中止した。徐々に物を置いた場所がわからない、被害的な訴えが聞かれるようになり、H25年には、バスで出かけた際に自宅に戻れなくなる事があった。H26年の冬には外で排便する事や、お金の計算ができず小銭が増える、H26.5.13夜9時に警察に保護される事があった。外を見て「雪が降っているよね」と見当識障害も認められていた。今回、上記症状に加え、食事中に茶碗ではない場所を箸ですくう行動があり、長谷川内科胃腸科へ相談。認知症の疑いがあり、当センターを紹介され、次女より受診相談がある。
６月１１日（水）

　橋場　摂様（４４）女性
軽米高校卒業後は地元の精密機械製造工場に従事していた。本人25歳時現在の夫様と結婚。結婚を機に専業主婦となる。その後短期のｱﾙﾊﾞｲﾄは行っているが主婦業をメインに行っている。

H26年4月よりｻﾝﾃﾞｰの販売業に従事したが仕事内容や人間関係に対する不安感が強く、最近になり集中力が低下し精神的に不安定だと話す。これらの事から当院への受診を希望し、相談に至る。

６月１４日（土）

蛯名　幸太様（２５）男性

就職活動時東日本大震災にあい苦労しエプソン八戸本社へ就職し開発関係の業務に就いている。就職後Ｈ23年頃1年間長野県へ出張していたが、その際職場の上司との関係が上手く行かず、気分の落ち込み・食欲の低下等の症状が出現。先輩より「最近暗いから病院に行ったら？」と言われ病院を受診した様子があったとの事。しかし、内服薬処方となったものの一切服用していなかった様子。上記症状があったが飲み会等には誘われれば行く事が出来、徐々に症状改善していた。

Ｈ25.8月八戸市へ帰省。帰省した際は気分の落ち込み等の症状は見られていなかったが、徐々に出勤出来ない日が見られ始め、職場上司より「育ちが悪い」等と言われる事があった様子。責任感が強く退職を考えた事もあったが“次の仕事が見つからないんじゃないか…”と思い退職は留まっている。出勤は月～金　8：30頃～で23時～0時頃に帰宅。その後深夜2時まで自宅にて仕事をしている事もある。土・日・祝日は休みだが、時折出勤する事もある。現在就寝時心臓が苦しくなる事や体が硬直するような感じがあり、起床時の熟眠感の無さもある。食欲の低下は無いものの、外見上体重が減少した感じがあるが実際体重の減少については不明。飲み会やドライブ等誘われれば行く事が出来ている。幼少期は人懐っこく、社交的であったが、最近は孤独な感じがある。以前は乱暴な言葉を使う事が無かったが最近になり「うるせー」等の暴言をはく事もある。上記症状から精神科受診を検討し母より当院へ相談に至る。

　畑中　実様（３３）男性

地元（むつ市）の小、中、高校卒業後東北工業大学電子工学科（仙台市）へ進学。卒業後はむつ市へ戻り2年間フリーター。その後原発関係の仕事へ従事し、新潟県で6年勤務した後Ｈ26.3月むつ市へ帰省している。Ｈ23年、新潟県にて仕事をしていた際、東京都に数ヶ月間出張した事があり、誰かに見られている感じや追いかけられている感じ、色々な声が聞こえてくる（幻聴）、夜間の睡眠不安定さ等の症状があり、当時交際相手が看護師だった為普段と様子が違う事に気付き東京都にある松沢病院を受診し“統合失調症”と診断を受け1ヶ月間入院。退院後は再度、新潟県に戻り同県にある柏崎厚生病院へ通院を開始。現在は2～3ヶ月に1回の通院。症状は落ち着いており夜間の睡眠も安定している。マイスリー（10）1Ｔ、ベンザリン（5）1Ｔ処方となっているが、1/2Ｔに減薬し服用する事あるが、夜間の睡眠は保てているとの事。仕事への支障も無く経過している。今回転勤でむつ市へ戻った為、内服薬継続処方の希望あり当院へ相談に至る。

